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OSA 睡眠調査表 MA 版の起床時睡眠感調査表
を毎日記載してもらい 16 項目を 0～ 3 の４段階
で集計し睡眠状況を平均値で比較していく。最






















①１日 1 回病棟内を 2 周歩く  ②自室で足あげ
運動を行う  ③鎮痛剤を昼・寝る前の定期内服















イプだった。」と 6 日目、7 日目は睡眠に関する
満足感は得られていなかった。  
 
2．B 氏 70 歳代  女性。左膝蓋骨骨折で入院し、
TBW 施行。入院前は ADL 自立であり、独歩。
長年居酒屋を経営しており、休日はグランドゴ
ルフやダーツを行うなど運動好きであった。







中は病棟内を歩行器で 1 周又は散歩に行く  ②
膝の屈曲運動を行う  ③鎮痛剤を朝・昼・眠前
に定期内服を行う  ④運動後は必ずクーリン
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